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CEO のご挨拶
取引先の皆様

いつの時代も、世界は常に複雑でした。

しかしながら、現在私たちが体験していることは、
これまでの何倍も厳しいものです。少しずつ制限
が解除され、いくつかの国では直接お会いするこ
とが再び可能となっています。とはいえ、この慎重
に行われている重要な開放への動きは、世界中の
自動車産業のサプライチェーンが直面しているお
びただしい課題によって相殺されており、私たちも
日々の業務の中で、それを感じています。

他の地域への移動まで制限される日々の中で、私
たちは、このパンデミックを巧みに乗り越えられる
ように、お客様と共にクリエィティブな方法を見い
出さなければなりませんでした。それで私たちは、
たとえば、ラインナップの中で最大のマシンである
HM 75 において事前検収（出荷前検査）をバー
チャルで行い、成功を収めました。そこでは、私
たちが最近まで思いもよらなかったスキルが求め
られました。

サクセスストーリーのコーナーでは、皆様を遠く
離れた地へお連れします。私たちのロシアのお客
様である Konar 社をウラル山脈ふもとのチェリャ
ビンスクにお訪ねし、社内を詳しくご紹介します。
同社では、少し前に納入および据付された新型 
AMP 30 S により、表面硬化鋼ナットから高合金
鋼ナットに至る、著しく幅広い生産が行われてい
ます。私たちのマシンで製造される部品の多くは、
ロシアのエネルギー供給に関わる大プロジェクトに 
使用されています。

私たちは、環境問題に貢献するシンプルな方法を、
私たちの熱間フォーマーのお客様に提供していま
す。すなわち、最新製品であるオイル処理装置によ
り、環境への負荷を著しく削減することができるの
です。

さらに Carlo Salvi と Hatebur 間の文化の垣根
を越えた共同作業の成功について、Hatebur 
HOTmatic AMP 20 N および AMP 30 S用の電
気制御盤の製作に関するレポートでご紹介してい
ます。

すべてのストーリーをお楽しみいただけることを
願っております。

皆様の益々のご健勝をお祈り申し上げます。
 

トーマス・クリストフェル（CEO）



04

最新情報

Hatebur 勤続 35 年

氏名：マルクス・モーザー  
職位：機械エンジニア 

（HTL：現在の応用科学大学に相当を修了） 
Hatebur 入社：1986 年 5 月

マルクス・モーザーは、Hatebur 
での業務において冷間フォーマーお
よび熱間フォーマーに関する広範囲
にわたる知識を身に付けました。彼
は設計者として、また後にはチーム
リーダーとして、特に AMP 20 から 
AMP 20 S への設計変更、AMP 20/
AMP 30/AMP 40 に関する技術的
な製品責任業務、HM 35 の新設計
における協同作業に携わっています。
AKP 4-5/3-5 用のバリブロックの開
発および AKP 4-5 から AKP 4-6 へ
の継続開発においても同様に多大な
貢献を果たしました。

さらに、FEM メソッドの導入時や新
しい CAD ソフトウェア (NX/TC) の評
価および導入時（共同責任者として）、
NewMatic プロジェクト時にも、そ
の知識を会社の業務に存分に活かし
ています。

Hatebur 勤続 30 年

氏名：クリストフ・ペァガー 
職位：開発責任者および 

マネジメントチームのメンバー 
Hatebur 入社：1991 年 10 月

クリストフ・ペァガーは、若い機械
エンジニアとして、私たちの大型 
HOTmatic マシンの開発チームに入
りました。何年にもわたる HOTmatic 
AMP 50 および AMP 70 における継
続開発を通して、彼は Hatebur の
テクノロジーにより深く精通していき
ました。そして小型 HOTmatic の
開発チームを率い、経営学を学ぶ
ことにより、彼はさらなる挑戦のた
めに必要なものを身に付けました。
2000 年という千年紀の変わり目に、
電子技術、機械技術、お客様別の技
術開発という複数の専門領域が開発
機能ユニットにまとめられると、ペァ
ガーは責任者を任されました。2016 
年から彼はマネジメントチームのメ
ンバーを務めており、2018年には 
EMBA（エグゼクティブ MBA）イノ
ベーション管理を修了し、現在およ
び将来的な挑戦のための可能性を 
広げています。

私たちは特別な記念日を迎えたマル
クス・モーザーとクリストフ・ペァガー
を祝し、これからも共に働けることを
楽しみにしています。�  

_________________________

Hatebur において自由貿易協定は 
どのように重要なのでしょう？

Hatebur グループでは、最も頻繁
に用いられる 5 つの自由貿易協定の
適用の下で、年平均 10,000 件の注
文アイテムを外国に納入しています。 
2 つまたはそれ以上の関税同盟間で
取引を進めるために、自由貿易協定
が締結されます。この協定を利用す
ることにより、国家間における税制上
の優遇措置（関税の低減から関税免
除まで）が実現されます。

スイスの機械産業にとって重要な比
較的新しい協定として、2014 年に発
効されたスイス／中国間の二か国間
自由貿易協定があります。また非常
に古い協定としては、1973 年 1 月 1 
日発効のスイス連邦／欧州経済共同
体間の自由貿易協定があります。

個々の協定の適用には、それぞれの
協定特有の厳しい原則があります。
要件は、基準と処理規定に従って分
類されます。それらはしばしば、たと
えば在庫システムなどのような内部
領域にも影響をもたらします。それ
らは、後でコンポーネントに使用さ
れる単体部品用、機械全体の製造用、
単体部品納品用にも同様に適用され
るのです。

Hatebur のスペシャリストたちの長
年にわたる経験により、自由貿易協
定を確実に適用し、世界中でできる
限り低い関税でお客様に納品できる
ようになっています。

Hatebur の世界から  �
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スキルとキャパシティの 
組み合わせ：  
電気制御盤の製作における 
共同作業

2016 年の Carlo Salvi 社の統合後、Hatebur の責任
者たちはガルラーテに向けて賞賛のまなざしを送りま
した。スイスの企業が電気制御盤の設計と製図を行っ
た後に製作を外部に委託しているのにひきかえ、この
イタリア企業は彼らのマシンのための電気制御盤をす
べて自社製作していたのです。「Hatebur マシンのた
めにも、これについてグループ内で解決できないだろ
うか？」という疑問が起こりました。そして間もなく、
それは実行されたのです。スキル、キャパシティ、可
能性の分析が行われ、今日、一部の Hatebur マシン
の電気制御盤はガルラーテで製作されています。相乗
効果がポジティブに作用しているのです。

ライナッハ  2 つの企業が合併するとき、エキ
スパートたちはその相乗効果について好んで語り、最
高の展望を約束します。そのとき、彼らのほとんどが思
うことはただ 1 つ：人員の整理とコストの削減です。他
にも道がある、ということを、Hatebur と Carlo Salvi 
は示しています。2016 年の合併後、スキルとキャパシ
ティが分析されました。その結果、現在、このイタリア
の企業はスイスの企業の製品ラインナップにある小型マ
シン向けの電気制御盤を製作しています。1 つのサクセ
スストーリーです。 

文：ユルゲン・フュルスト、SUXES GmbH
写真：Hatebur/Carlo Salvi S.p.A. �

相乗効果をポジティブに活用する：2020 年から、Carlo Salvi は一部の Hatebur マシンの 
電気制御盤も製作しています.
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2 件の実際の業務とともに共同作業がスタート
2 件の具体的なマシン注文が、この模範的な例にとっての号砲となり
ました。どのように合併後の会社内における相乗効果を理想的に利
用できるかを示すのです。カムシャフト用カムの製造用 HOTmatic 
AMP 20 N が、2021 年初頭に米国に納入されました。この新開発の
マシンは合計成形荷重 1500 kN で、最大直径 48 mm の部品を毎分 
200 個、生産することができます。昨年には、HOTmatic AMP 30 
S がロシアに納入されました。このマシンは最大直径 67 mm の中型
鍛造部品用の頑丈な馬車馬のように頼もしく稼働するマシンで、毎分 
140 個の部品を生産します。

電気制御盤の製作向けの作業分担が具体的に確定された後、チーム
は作業にとりかかります。最初に、適合する電気制御盤が選択され
ます。その後、Hatebur の設計者がその都度必要とされる性能に合
わせてデザインを定義します。その際、各国特有の事項が配慮され、
お客様向けのオプションが考慮に入れられます。

アルプスの南側で電気制御盤が組み立てられ、テストされる
アルプスの南側、コモ湖のほとりで、Carlo Salvi のエキスパートが
電気制御盤を Hatebur の回路図に合わせて組み立てます。彼らは
ライナッハからの部品リストに従ってコンポーネントや配線を購入し、
電気コンポーネントを配置し、それらを取り回して、製作された電気
制御盤を独自の試験センターでテストするのです。

その際、両社の責任者は常に緊密に連絡を取り合っています。その
ようにして彼らは杓子定規的な形式的対応に陥ることなく、迅速に 
未解決の点を明らかにして、起こり得る問題を早期に取り除くのです。

イタリアの企業にとって電気制御盤の組み立ては慣れたルーチン作
業であり、何と言っても Carlo Salvi はかねてから電気・電子技術的
な自給自足を行っている企業なのです。こうして、たとえばボルトや
リベットの製造用に導入されるような冷間圧造機が、常に自社による
電気制御盤と共に納入されます。そのため、電気制御盤はマシンと
共にお客様のところへ送られる前に、組み立てられ、調整され、接
続され、テストされています。これは、今や Hatebur マシンの一部
でも成功しています。

Carlo Salvi のエキスパートたちはライナッハからの部品リストに従ってコンポーネントや配線を購入し、電気コンポーネントを配置し、それらを取り回して、 
製作された電気制御盤を社内の試験センターでテストしています.

スキルと装備は備わっている
Carlo Salvi における電気・電子製品の保管の責任者は、
まず部署の責任者と共に必要な購入部品を確認し、スイス
の購入部門とともに適切なサプライヤーを選択します。

組立責任者は、配線図に従って作業を行い、コネクタとコ
ンポーネントの識別のために重要なマークについて考案
します。注文した材料が届き次第、半導体と基板には専
用のタグによる印が付けられます。これらは社内で行われ、
配線図にある指示に従っています。

組立段階において、組立技術者と電気エンジニアは、配
線図、コンポーネント、タグ、電気接続に関するそれぞ
れの知識を共有します。ブラケットや隔壁、その他類似の
ものの製作に伴う板金加工も、Carlo Salvi では自社内で
専門要員が行います。高度な職人技、多くの積極的な関与、
強い意志、そして Hatebur の同僚との緊密な連携により、
将来的な可能性のあるサクセスストーリーが生まれてい 
ます。

困難なときにも、互いを知ることとデジタル化が 
チーム作業を楽にする
電気系サービスに関する部署出身のマウリツィオ・ 
コロンボは、どのようにすべてが始まったかを語ります： 
「このプロジェクトを実行したいかどうか尋ねられたとき、
私たちは感動してたちまち夢中になりました。」Hatebur 
の配線図の特殊さと手順についての相互理解を図るため
に、2020 年夏、Carlo Salvi のエキスパートたちはスイス・
ブルックの Hatebur 組立工場を訪れました。「それは非
常に重要な体験で、Hatebur の同僚との連携が促進され、
私たちの知識やビジョンが広がりました」と、マウリツィオ・
コロンボは思い起こします。何よりもまず、最初の言語の
壁を克服するための助けになりました。「外国語の専門用
語とその翻訳を理解することは、なかなか大きな挑戦でし
た。しかし素晴らしいチーム作業のおかげで、私たちは
常にすべての不明点を取り除くことができました。」



コロナ禍の中で、電気制御盤のリモート点検を実施するためにHatebur グループのすべてのデジタル化システムが実装されました.

その後の問題はやはりコロナのパンデミックによるも
ので、直接会うことがなかなか許されませんでした。
しかし、そこでもマウリツィオは賞賛の言葉を述べます。
「この困難な時期に、私たちは Hatebur グループと
して会社のすべてのデジタル化システムを実装しまし
た。そして、スイスの同僚と共に電気制御盤のリモー
ト点検を行うという方法は、非常に助けになりました。」

相乗効果をポジティブにとらえる
Carlo Salvi のキャパシティも適切な進行と適時の計
画によって利用することができたため、私たちの例は
次のことを明らかに示しているといえるでしょう：相乗
効果は、スキルと経験のある健康な 2 つの会社にお
いては一貫してポジティブに創造的に作用させること
ができるのです。

すべての接続部を正しく識別するために、これらの接続部には明確な印が付けられる必要があります.
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Daunert 社 –  
スペインとポルトガルにおける
私たちの新しい代理店

2021 年半ばから、スペインにおける私たちの新しい
代理店 Daunert, Maquinas-Herramientas, S.A. 
社が、力強い存在感を発揮しています。

Daunert 社は工作機械セクターにおいて 100 年以
上の歴史があり、世界中でマシンのアクセサリーを
含むリーディングブランド製品および予防的な保守
作業の提供を行っています。そのサービスは、特に自
動車、航空、医療技術／補装具、鉄道など、数多くの
業界から認められています。

同社はカタルーニャ州バルセロナ県クルナリャー・
ダ・リュブラガートに本拠地を置き、スペインおよび
ヨーロッパの金属加工セクターにおいて最も歴史の
ある企業の 1 つです。

1917 年にドイツ生まれのマキシミリアン・ダウネル
トによって設立され、現在ではファミリーの 4 代目に
よって経営されています。同社は、スペイン、ポルト
ガル、メキシコ、スイスに拠点があります。

Daunert 社のアプローチは、最高水準かつ最新の
工作機械技術を世界中で絶え間なく探求し続けて
いることと、市場のニーズに対応した新製品の開
発に基づいています。またそれは、Daunert 社と 
Hatebur の信頼性に満ちた提携の基盤でもあり
ます。

両企業の独占的協定に基づき、Hateburは、Daunert
社が革新し続けるために継続開発の目標を常に 
追求していることを知っています。Hatebur は常に
お客様のための高品質のサービスに価値を置いて
おり、これを責務と思い、重視しています。

また Hatebur はお客様の生産性と採算性を向上さ
せるために、Daunert 社の省エネと効率に関するエ
キスパートにも信頼を置いています。多くの企業が
適格で事情に精通している保守チームを備えたいと
願っています。そして Daunert 社では必要とされる
あらゆる知識と能力がまさしく一体となっているの
です。

Daunert 社の組織内では、アンヘル・ブラボー氏 
– Daunert 社で 15 年以上の経験をもち、鍛造およ
び熱間フォーマーソリューションを担当 – が新し
いプロジェクトの責任者となり、スペインにおける 
Hatebur のための交換部品コーディネーターとし
て業務にあたっています。

Hatebur は Daunert 社との提携を喜んでおり、この
提携が私たちのお客様および双方の企業にとっての
メリットになることは確実です。

連絡先：アンヘル・ブラボー
Daunert M&H
Tirso de Molina 7-9-11
08940 Cornellá de Llobregat, 
Barcelona, Spain
Tel: +34 605 114 975
abravo@daunert.com

クルナリャー・ダ・リュブラガート（スペイン）にある Daunert 社の本社.

�   Hatebur の世界から
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材料の節減 –  
ホイールベアリングの 
鍛造

ライナッハ  Hatebur HOTmatic マシンの利
用により、より少ない材料投入量で、鍛造品における
コスト節減のための最大限の可能性がもたらされます。
その上、コンポーネントの品質に変わりはありません。

今日、非常に様々な車両の軽量構造化が市場に定着
しています。さらに、材料費は完成品の費用の半分ほ
どかかります。市場で競争力をもって提供できるよう
に、またサステナビリティに関わる要件に適合してい
くようにするため、Hatebur はシミュレーションソフト
ウェア Forge を使用して適合する鍛造品を設計してい
ます。完成品に応じて – near to net shape の工法で。

ここでは、ホイールベアリングの「フラッシュ」におけ
る材料使用に、特に目を引くものがあります。この材
料の余剰分は鍛造産業でフラッシュと呼ばれており、
ほとんどの場合は Hatebur-HOTmatic 内で鍛造品か
ら分離され、別々に排出されます。非常に複雑な形
状の正しい充填と搬送を確実に行うため、鍛造におい
てはフラッシュもまた必要とされています。ここでは、 
フラッシュを正確に、部品の最適なボリューム配分、
金型負荷、搬送面に合わせて削減します。マシンキネ
マティクスを利用することにより、それぞれの部品形状
に応じてフラッシュの搬送面さえ不要となり、直接部品 
の胴の部分で搬送することが可能になります。さら
に、さらなる軽量化を達成するため、鍛造品における 
余分な材料と鍛造金型の抜き勾配を減らします。

皆様のマシンの潜在的能力を存分に活用してください 
– Hatebur の担当者にご相談ください！

文：キム・ヴェーバー
写真：Hatebur �

1	 マシンを離れた後の完成鍛造部品
2	 鍛造部品のフラッシュ
3	 鍛造部品のシミュレーション、 
トリミング工程前

4	 鍛造部品のシミュレーション、 
トリミング工程前
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Hatebur HOTmatic HM 75 XL 横型鍛造マシンの工場事前検収（出荷前検査）のための準備がスイス・ブルックの組立工場で 
整っています.

によるライブセッションで行われたり、納入範囲を
写真に撮り、イラストを入れ、検収用チェックリス
トに記録することが望まれたりします。そして、マ
シンのテストランが撮影されます。イラストなどの
入ったチェックリストは、その後、お客様に送られ
ます。そして連署されたチェックリストが Hatebur 
に返送されると直ちに、マシン納入のための輸送
準備が開始されます。

ライナッハ  Hatebur HOTmatic HM 75 XL 
横型鍛造マシンの工場事前検収（出荷前検査）の
ための準備がスイス・ブルックの組立工場で整って
います。

私たちのマシンの工場事前検収（出荷前検査）は、
契約上、商業的な節目となる段階、すなわち支払い
条件およびマシンの納入に結び付いています。

パンデミックの前は、お客様はほとんどの場合は
現地で 1～ 2 日間の工場事前検収（出荷前検査）
に加わり、納入範囲についてチェックリストを使用
して一緒に点検していました。最近では、工場事
前検収（出荷前検査）はお客様向けのオンライン

HM 75 工場事前検収 
（出荷前検査）–  
大型マシンでもリモートで可能

文：ダニエル・クリーグ
写真：Hatebur �

�   マシン & アクセサリー
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私たちの工場事前検収（出荷前検査）は、大型マ
シンか小型マシンかによって多少異なります。しか
しながら、冷間フォーマーの場合にはサンプル部
品で試打を行うことが可能であり、それが普通でも
あります。大型マシンの場合、バー加熱システムお
よび金型冷却システムがお客様のところで装備され
るため、試打はできません。そのため、お客様に 
アイドルランと最大生産速度時のマシンをお見せし
ます。

グローバルな電力網の電源周波数および電圧の違
いにより、マシンプロジェクトによっては、マシン
の補助ドライブおよび周辺ドライブモーターが工場
事前検収（出荷前検査）用に – スイスの基準に沿っ
て – 使用されます。発送の直前に、お客様別およ
び国別に注文された電装系が装着され、お客様の
ところで初めて稼働することになります。

Hatebur は皆様のマシンを世界中のあらゆる言語
域に納入しているので、マシン操作およびマシン
文書も各国の言語に翻訳されます。

金型テストさえも、小型の機種ではライナッハの 
Hatebur AG において行うことができます。

お客様の金型トレーニングは、パンデミック前は 
工場事前検収（出荷前検査）と同時にスイスの 
Hatebur で行われていましたが、現在はオンライ
ンで開催されています。これについて、私たちの
世界中のお客様が Hatebur 社のフレキシビリティ
を高く評価してくださり、オンライントレーニング
からのメリットも確実に導き出されています。延期
されているオンライントレーニングの場合は、たと
えば、前工程または後工程での機械加工のすきま
時間など、双方が参加できる時に行われます。

メンテナンスおよびオペレータートレーニングは、
問題なく、現地のお客様のところでマシンの据付
けに続いて試運転期間中に実施されます。そのよ
うにして、たとえば工場事前検収（出荷前検査）
やお客様トレーニングにおける費用対効果の高い
状況から、私たちのお客様のためのポジティブな
面が生まれます。チームの出張、宿泊、食事の 
ための追加費用がまったくかからないのですから。
これは実に、地球温暖化対策への貢献ともみなす
ことができます。

HM 75 XL のメインドライブ. 操作盤
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左から右へ：中国語のマシン文書、ダイ側イジェクター、主電源供給およびマシンメインスイッチの電気制御キャビネット.

HOTmatic HM 75 のビデオへのリンク

HOTmatic HM 75 XL をトレーラーに積み込み、スイス・ビルスフェルデンのライン港に輸送。 
そこでマシンは船に積み込まれてオランダ・ロッテルダムに向かい、そこからさらに海を渡ります.
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環境保護とコスト削減： 
オイル処理用に開発された 
独自の装置

使用済オイルは、1 回分離処理が行われた後にた
いていは廃棄されます – サステナビリティと環境
への意識が高まっている現在、これに対する批判
が世界中で増大しています。またコスト的観点か
ら見ても、意味のあることではありません。最終
的に使用済オイルは 1 システムで年間 40,000ℓ
にも上るのですから。これは、タンクローリー  
1 台を満杯にする量に相当します。中には、オ
イルを外部のリサイクル業者に出すユーザーも
います。まずまずの方法ではありますが、その
際にはまた多くの不要な搬送と費用が発生してし
まいます。さらに、それらを組織的に行うため
の費用や使用済オイルの取り扱いも加わります。

「オイルの約 90 ％は処理後に再使用できる」
Hatebur が新しく考案した使用済潤滑油の再生シ
ステムにより、現在ではシステムの稼働を現場に
て行うことができます。「3 段階遠心装置と高性能
フィルターにより、使用済潤滑油の約 90 ％がさら
にプロセス安定性に優れた用途向けに再使用され
ています」と、ヴォルフガング・ミュラーは請け負
います。Hatebur の機械エンジニアなら、それを
知っているはずです。特に彼は、Hatebur の技術
開発部門の責任者として 7名編成のチームで装置
の開発、設計、試験を行っていたのですから。

ライナッハ   高 性 能 の Hatebur フォー
マーが長期間にわたってスムーズに部品を生産でき
るように、可動ユニットは常時潤滑されている必要
があります。ただ、それに応じて潤滑油がどんどん
消費されるのは残念なことです。そこで Hatebur 
はオイル処理のための新しいシステムにより、非常
に効果のある改善策を提示します。使用済オイル
の約 90 % は、その後の再使用が可能なのですか
ら。積極的な環境保護や CO2 削減の他に、廃油の
取扱費用や付帯費用を低減させることもできます。

Hatebur フォーマーが尽力しているとき、ほとん
どの場合、それは大量の生産個数または多種多
様な製品群、あるいはそれらの両方のためです。
フォーマーの運転時間が理論値で 24 時間 / 7 日
の場合、たとえば毎分 80 個を生産する場合には、
良品としての鍛造品が年末に 1000 万単位の個数
を計上することも稀ではありません。バーをスムー
ズにフィードできるように、また 3 段～ 4 段の成型
工程で搬送できるようにするには、高性能の潤滑
油が必要です。潤滑油は装置のタンクから可動部 
に供給されます。

使用済潤滑油で満杯のタンクローリー
1 時間あたり約 10ℓの潤滑油を使用する場合、
24/7 生産週の終わりにはもう、タンクを再充填し
なければなりません。これは、ポンプによる一定補
充か、または中央ラインシステムによる常時補充
により行われ、それには新しいオリジナルのオイル 
が使用されます。その費用は相当なものです。

文：ユルゲン・フュルスト、SUXES GmbH
写真：Hatebur �
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稼働中に異物がオイルに影響を及ぼす
熱間フォーマーが連続稼働している間に、ローディ
ングユニット、搬送ユニットを経ても圧造部金型内
部は 1200 ° C にまで達します。そのようなところで、
潤滑油と混ざり合ったスケールが発生するのは明
らかです。さらに、オイルは水や圧造部で使用さ
れる冷却潤滑剤とも混ざり合います。特に第 2 冷
却回路の冷却潤滑剤の中の潤滑添加物が混ざり合
い、これが潤滑油をわずらわせます。そのため、
毎時間、約 10ℓもの高価な高性能オイルを回路
から排出しなければならないという事態を回避で
きません。今や、どのようにして年間 40,000ℓ
に至るのかは明白です。これまでは、これについ
てはほとんどが分離されてから廃棄されていました。
「お客様の方で行われる再生処理は、これまで
考慮対象になりませんでした。それでは私たちの
高性能システムに関する保証を維持できなかった 
からです」と、ヴォルフガング・ミュラーは報告
します。今まで、すべての問題点をクリアする
高性能の処理システムは市場になかったからで
す。それでもなお、処理の需要は市場および特に 
Hatebur ユーザーミーティングにおいてますます
示されています。

処理の需要は常にある
ヴォルフガング・ミュラーが、その始まりについて
語ります。「大量の潤滑油の処理についての意見を
求められた後、どのようにしたらこの問題を洗練さ
れた形で解決できるのかということを、私たちはあ
れこれずいぶんと考えました。」 その開発作業の結
果が、現在の Hatebur オイル処理装置です。こ
の装置は、システムの新規注文時に、初期装備と
してオプションで注文することも可能ですし、後付
けも可能です。この装置は設置面積が小さく、現
在の空きスペースに設置できるよう、寸法 2000 x  
2000 x 1800 mm とコンパクトです。特定の 1 つ
のフォーマーに直接つなぐこともできますし、複
数のシステムの供給用に中央システムにつなぐこ
とも可能です。Hatebur はお客様の決定、設置、
運転開始の際にサポートいたします。「特に既存の
システムへの後付けにおいて、世界中から多大な
需要が期待されます」と、ミュラーは強調します。

処理済みの潤滑油の有効性を保証
使用済み潤滑油が処理後に以前と同様の性能を発
揮するように、特に独自の開発を行っています。ま
ず、使用済みオイルを 80～85 ° C まで加熱します。
続いて、遠心分離機を 3 段階でかけ、固体、異物
のオイル粒子、水を分離します。さらに、遠心分
離機を毎分 10,000 回転までの速度で回転させま
す。15 ％までの固体、30 ％までの水、0.1 ％まで
の潤滑用添加物は、不純物として扱うことができま
す。固体が液体から分離されるやいなや、液体は 
排出されます。

個々のお客様のニーズに合わせた調整を行う前の
オイル処理システム.
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複数のシステムによるオイル処理の
キャパシティ
その後、すでにかなり浄化されたオ
イルを高性能フィルターに流し通しま
す。この極めて目の細かいフィルター
により、潤滑用添加材を始め、様々な
望ましくない物質を取り除きます。特
に、圧造部の冷却潤滑剤回路からの
著しく乳化している潤滑用添加剤は、
処理を困難にします。「これは、業界
で有名なサプライヤーにもできませ
んでした」と、ミュラーは述懐します。
Hatebur では、解乳化するローパス
フィルターを使用することにより、こ
れに成功しています。このようにして、
Hatebur システムは処理における要
件の総合的な複雑さを克服していま
す。オイル処理装置は、複数のシス
テムの使用済み潤滑油を処理するた
めに、1 時間あたり 50 ℓ の処理量と
いう十分なキャパシティを備えていま
す。プロセスの後、処理済みのオイ
ルは水分と粒子について測定されま
す。そして必要であれば、さらなるフィ
ルタリングが開始されます。同様に、
フィルターと遠心分離機もモニター
されています。そのために、自立 
した、定期的に自動で稼働する清掃
プログラムがあり、装置がほぼ自律
的に非常にローメンテナンスで稼働
できるようになっています。その後、
再使用可能となった潤滑油は、熱交
換器に通され、再び冷却されます。

さらに、中心ポンプが特定の重量に
応じて分離された液状の段階のもの
を効果的に吸引します。排出部のバ
ルブが背圧を制御します。この制御
により、ユーザーはドラムの内側の
液体の境界面の正しい位置決めを行
い、それにより分離作業を最適化し
ます。

その際、遠心分離機は自浄機能のあ
るセパレーターとして稼働します。加
速時には、電力消費と剪断力が考
慮され、プロセスはそれに合わせて
最適化されて実行されます。システ
ムはエマルジョンの形成にも注意を
向けており、回転数を制御してエマ
ルジョンの形成を防ぎます。固体は 
– 液体から分離されるやいなや – 収
集容器内に集められます。この容器
は稼働が続いている間に部分的に空
にすることができます。完全に空に 
するには、運転を停止します。プロ
セスは PLC により全自動で制御され
ます。

数字からみる状況

 
再使用可能なオイル	� 3 段階式遠心分離機と高性能フィルターにより、90 ％

一年間に消費されるオイル	� 機種に応じて最大 40,000 ℓ

処理性能	� 1 時間あたりオイル 50 ℓ

フィルター除去される物質	� 固体、水、潤滑用添加物

モニタリング	� 全自動

システムの寸法	 2000 x 2000 x 1800 mm

環境に優しく、コストを削減
新しい Hateburオイル処理装置によ
り、毎年、潤滑システムの 40,000 ℓ
もの使用済オイルを廃棄する必要が
なくなれば、私たちの環境にとって喜
ばしいことでしょう。しかもそれだけ
ではありません。オペレーターは調達
部門に対してスイスフランで 5 桁レベ
ルの節約と 1～ 2 年以内での減価償
却という魅力的な可能性を提示できる
ので、責任者も満足するでしょう。

ぜひご連絡ください。それぞれに適し
た個別のアドバイスでお役に立ちます。
Tel. +41 61 716 21 11 
service@hatebur.com.
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氏名：マウリツィオ・コロンボ 
職位：電気部門責任者 
Carlo Salvi 入社：2014 年

インタビュー

ガルラーテ _________ Carlo Salvi 
ではどのような職位についています
か？Carlo Salvi にはいつから働いて
いますか？
私は Carlo Salvi の電気部門責任者
で、2014 年から勤務しています。そ
れまでこの会社には社内に電気部
門がなく、私はシステム構築をして
いる外部の会社に勤めていました。 
そしてその後、採用されたのです。

Carlo Salvi ではずっとこの職務に就
いていますか？以前に他の分野で働い
たことは？
Carlo Salvi に入社したときには、プ
ログラマーおよびテスターとして業務
にあたっていました。現在の役割を
果たせるように、何年かかけて経験
を積み、さらなる責任を負うように 
なりました。

どのような職業教育や継続トレーニン
グを受けましたか？
職業教育に関しては、職業学校を卒
業しています。そして長年にわたり、
仕事で具体的に非常に役に立つこと
が明らかな多くの継続教育に参加し
てきました。何はともあれ、私にとっ
て実務経験と現場で発生する問題の
解決は、リアルな学びの場であった
と受け止めています。

この仕事に就く前に、すでに Carlo 
Salvi や同社のマシンのことを知って
いましたか？
はい、社会人になってからずっと 
Carlo Salvi のマシンと関わりがあり
ます。

日常業務ではどのような仕事がありま
すか？
勤務中は、様々な業務を処理していま
す。まず業務の開始にあたり、同僚
の作業や活動の編成を整えます。ま
たお客様のサポートをしたり、お客様
に問題が発生した場合には解決のお
手伝いをします。さらに新しいプロジェ
クトに関わっており、新しいソフトウェ
アの開発に参加しています。

お気に入りの仕事と、その理由を教え
てください
特に大好きな仕事は新しいソフトウェ
アの開発です。たいへん刺激的で、
常に新しい学びがあるのです。

大きなチームで働いているのですか？
それとも責任部署を 1 人で担当してい
るのですか？お客様やサプライヤーと
接点をもつことはありますか？
現在、私の責任部署で 2 人の同僚
と一緒に働いています。また、私は 
サプライヤーやお客様とのコンタクト
のマネジメントもしています。

Hatebur 用の電気制御盤を取り付け
るにあたり、スイスからの同僚との共
同作業において、どのような経験をし
ましたか？
この経験は私にとって非常に価値の
あるものです。 両方のチームの間に
驚くべき相乗効果が生まれ、それに
よって私たちは言葉の壁さえ乗り越え
て、非常に良い成果を達成しました。

このプロジェクトの最も興味深い点は
何でしたか？
それは間違いなく、デジタルツール
の導入です。チームワークのために、
それが必要だったのです。それによ
り、私たちはこのパンデミックの厳し
い時期における距離に橋を架け、切
り抜けることができました。この技術
によって可能になることは、本当に
興味深く思えました。

結婚なさっていますか？ 
お子さんはいらっしゃいますか？ 
いらっしゃる場合には、おいくつですか？
結婚しており、子供は 2 人います。
14 才の娘と 12 才の息子です。

休日には何をなさっていますか？ 
ご趣味は？
旅行や、新しい場所を訪れたり、探検
したりすることを楽しんでいます。そ
の他の趣味の 1 つはサッカーで、私は
少年チームのコーチをしています。

�   従業員ポートレート
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2021 年 11 月 8 日～ 10 日
Fastener Fair USA 

（ファスナーフェア USA）

開催地：クリーブランド（米国） 
出展企業：Carlo Salvi S.p.A.

11/8～ 11/10 にクリーブランドのハ
ンティントンコンベンションセンター
で Fastener Fair USA が開催されま
した。これは、締結部品業界および
関連ファスナー業界のための急成長
している見本市・展示会およびコン
フェレンスです。この展示会はサプ
ライチェーン全体に、商談、提携、ネッ
トワークの構築などの比類ない機会
を提供します。

Carlo Salvi もこの機会を利用し、久
しぶりにお客様や関心をお寄せ下さ
る方たちにブースで直接ご挨拶しま
した。

2021 年 11 月 5 日～ 10 日
CIIE 

（中国国際輸入博覧会 2021）

開催地：上海（中国） 
出展企業：Carlo Salvi S.p.A.

2018 年から開催されている中国国際
輸入博覧会（CIIE）が上海の Nati-
onal Exhibition and Convention 
Center（NECC／国家会展中心）で
開催されました。中国政府にとって、
この博覧会は貿易の自由化および経
済的なグローバル化をサポートし、
中国市場を積極的に世界に開放する
ための重要な手段です。この展覧会
は、世界中の国々および地域に対し
て、経済的な提携および商取引を強
化し、グローバルな商取引と世界的
な経済成長を促進し、世界経済をさ
らに開かれたものにすることを容易
にします。

Carlo Salvi (Guangzhou) Machi-
nery and Equipment Co., Ltd. もこ
の見本市・展示会にブースで参加し、
関心をお寄せ下さる方たちや訪問者
の皆様に直接ご挨拶する機会を得ま
した。

2022 年 6 月に延期：  
IFS China 

（中国国際ファスナーショー）

開催地：上海（中国） 
出展企業：Carlo Salvi S.p.A. 

IFS China の組織委員会は、2021 年 
11 月 14 日～ 16 日に開催予定だった 
IFS を 2022 年 6 月に延期することを
決定しました。その間に、開催者は 
COVID-19 の予防や制御の総合的な
状況ならびに地域的な条件について
考慮しています。
すべての参加者の健康と安全が最優
先です。感染の予防や回避およびそ
れに伴う制御措置のための最新規定
は、皆様にとって全く好ましいもの
ではなかったことでしょう。そのた
め、IFS は新たに 2022 年 6 月 1 日
～ 3 日、同じ会場である上海 World 
Expo Exhibition and Convention 
Center（SWEECC／上海世博展覧
館）で開催されます。

Carlo Salvi は、来年に安全・確実
で成果の豊かな参加が可能になるこ
とを願っています。

2022 年 3 月に延期：
Thai Metalex 

（タイ金属加工技術展）

開催地：バンコク（タイ） 
出展：Hatebur および Carlo Salvi

展示会開催者は、政府および保健省
の勧告により、Metalex 2021 の延
期を決定しました。この技術展は、11 
月にバンコクの International Trade 
& Exhibition Center（BITEC） で
開催される予定でした。現在、開催
は 2022 年 3 月に延期されています。
同じ年の 11 月 16 日～ 19 日に定例の 
Metalex 2022 が開催予定です。�  
 
Hatebur は代理店である Munger 
Machine Tool と共に 2022 年 11 月
の Thai Metalex に参加します。私
たちは、私たちのお客様や関心をお
寄せ下さる方たちに再び直接ご挨拶
する機会が持てることを心から願って
います。

世界をめぐる  �
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2021 年 10 月 26 日～28 日

Forge Fair USA
開催地：TCF センター、デトロイト（米国） 
出展企業：Hatebur Umformmaschinen AG 
出展のハイライト：AMP 20 N／サービス

長い間お客様との直接的な接触がなく、見本市・展示会もな
いという状況が続いた後で、デトロイトの Forge Fair で専門分
野の仲間たちと再び対話できるようになるということは、たいへ
んな喜びでした。Hatebur は代理店の Forging Equipment 
Solutions を通じて、この展示会にブースで参加しました。 

Forge Fairは北米最大の鍛造産業専門の展示会です。世界中か
ら約 2000名の鍛造専門家がこの展示会を訪れ、新しい製品の
情報案内をしたり、購入決定をしたり、問い合わせ先を入手した
りします。この展示会は、サプライヤーや鍛造技術者が適格な
潜在顧客の皆様と接触するためのプラットフォームを提供します。

�   見本市を振り返る

Hateburの目玉製品は HOTmaticマシン AMP 20 Nでした。 
サンプル部品を使用して、コンパクトで信頼性の高い熱間フォー
マーで可能なアプリケーションを紹介しました。その他に、
Hateburがフォーマーまわりで提供している各種のサービスを
重点的に紹介しました。

すべての来訪者の方々に感謝申し上げます。そして今後の協力
関係につながりますよう、願っております。

文：Hatebur 
写真：Hatebur
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本社

Hatebur Umformmaschinen AG
General Guisan-Strasse 21, 4153 Reinach, 
Switzerland
Tel: +41 61 716 21 11, Fax: +41 61 716 21 31
info@hatebur.com、www.hatebur.com

拠点

Hatebur-Lumag Services AG
Birchmatte 9, 6265 Roggliswil, Switzerland
Tel: +41 62 754 02 63, Fax: +41 62 754 02 64
info@lumagag.ch

Hatebur Umformmaschinen GmbH
Bahnhofstrasse 18, 51674 Wiehl, Germany
Tel: +49 2262 761 65 68,  
Fax: +49 2262 761 65 69
sales@hatebur.com

Hatebur Metalforming Technology  
(Shanghai) Co., Ltd.
Rm B1, 7th F., Juneyao International Plaza 
No. 789 Zhaojiabang Rd.  
Shanghai 200032, P. R. China
Tel: +86 21 6417 84 28, Fax: +86 21 6417 84 22
info.cn@hatebur.com 

ハテバージャパン株式会社
〒105-0011 
東京都港区芝公園1-1-11  
興和芝公園ビル5F
Tel: +81 3 5843 7445, Fax: +81 3 5843 7446
info.jp@hatebur.com

Carlo Salvi S.p.A.
Via Tommaso Salvini, 10, 20122 Milano (MI), 
Italy
Tel: +39 02 87 88 97, Fax: +39 02 86 46 17 88
carlosalvi@carlosalvi.it, www.carlosalvi.com

Carlo Salvi S.p.A.
Via Ponte Rotto, 67, 23852 Garlate (LC), Italy 
Tel: +39 0341 65 46 11, Fax: +39 0341 68 28 69
carlosalvi@carlosalvi.it 

Carlo Salvi USA Inc.
4035 King Road, Sylvania, OH 43560, USA
Tel: +1 419 843 17 51, Fax: +1 419 843 17 53
sales.usa@carlosalvi.com 

Carlo Salvi UK Ltd.
Unit 4, Cedar Court, Halesfield 17,  
Telford, Shropshire, TF7 4PF, 
Grossbritannien
Tel: +44 1952 58 77 30, Fax: +44 1952 32 71 80
sales.uk@carlosalvi.com

Carlo Salvi （Guangzhou）
Machinery and Equipment Co., Ltd.
Room 1404, West Point Center, 
No. 65 Zhongshan Qi Road,  
Liwan District, 510140 Guangzhou City,  
P. R. China
Tel: +86 20 8173 46 72,  
Fax: +86 20 8123 93 59
gm.china@carlosalvi.com

Hatebur 
ブースへ
お立ち寄り
ください！

Postponed 

Imtex Forming 2022

開催地：バンガロール（インド）
ホール 4、ブース C107
出展：Hatebur

2022 年 5 月 23 日～27 日

Metalloobrabotka 2022

開催地：モスクワ（ロシア）
出展：Hatebur

2022 年 5 月 25 日

第 6 回ロシアフォーミング 
テクノロジーシンポジウム

（UFSR）2022

開催地：モスクワ（ロシア）
出展：Hatebur

2022 年 6 月 20 日 ～ 24 日

wire 2022

開催地：デュッセルドルフ（ドイツ）
ホール 16、ブース A22
出展：Hatebur & Carlo Salvi

皆様のお越しをお待ちして 
おります。

Hatebur および Carlo Salvi の 
見本市出展に関する最新情報に 
ついては、www.hatebur.com  
および www.carlosalvi.com を 
ご覧ください。


